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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 平成２６年度第４回河芸地区地域審議会 

２．開催日時 平成２６年１２月１６日（火） 

午後２時００分から午後４時３０分まで 

３．開催場所 河芸総合支所３階庁議室 

４．出席した者の氏

名 

（河芸地区地域審議会委員） 

安達 忠明、上田美保子、大島 浩子、柏葉 博    

木下 健吾、須田 純正、谷口 光順、中條 登  

野元 巧一、三井 清、 分部 勝光、和田 実 

（事務局） 

河芸総合支所長（兼）道の駅運営準備担当参事  鈴木 達也 

副総合支所長兼地域振興課長       今村 義正 

地域支援員              藤枝喜與治 

河芸事務所調整担当主幹        岡  孝充 

地域振興課調整総務担当担当主幹    織田 勝弘 

地域振興課主査            林  美佳 

５．内容 協議事項 

(1) これからのまちづくりについて 

(2) その他 

６．公開又は非公開 公開 

７．傍聴者の数 0人 

８．担当 河芸総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２４４－１７００ 

E-mail  244-1700@city.tsu.lg.jp 

９．議事の内容  （下記のとおり） 

                                      

今村地域振興課長 

委員の皆様には、公私ご多忙の中、お集まりいただき誠にありがとう

ございます。 

本日、小黒委員、樋廻委員、福永委員から事前に欠席のご連絡がありま

したので、ご報告させていただきます。 

それでは、河芸総合支所長から一言ご挨拶申し上げます。 

 

鈴木総合支所長 

皆さん、こんにちは。委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい

中、第４回河芸地区地域審議会にご出席いただき、誠にありがとうござ
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います。 

本来ですと、１１月頃に予定をさせていただいておりましたが、色ん

な都合もございまして、年末のお忙しい時期になってしまい申し訳あり

ません。早いもので、今年ももう半月を残すところとなりました。地域

の皆さんのお力で、河芸地区のまちづくりが進められていますこと、委

員の皆様方におかれましても、各地域でご尽力いただいておりますこと、

この場をお借りしましてお礼申し上げます。 

早速ですが、本日、委員の皆様にご審議いただく項目は、「これから

のまちづくり」ということで、審議会として今後どのように取り組んで

いくのかと言うようなことを中心にご審議いただきたいと思います。事

前に正、副会長さんと相談をさせていただきまして、資料の作成をさせ

ていただいておりますので、その後、説明をさせていただき、ご協議を

いただきたいと思います。 

また、その他で、地域かがやきプログラム事業の進捗状況と、プール

跡地の活用、道の駅の関係、海岸堤防の整備の状況についても、ご報告

させていただきたいと思っております。 

どうか忌憚のないご意見をいただき、今後の地域づくりに活かしてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。 

 

今村地域振興課長 

それでは、事項に入らせていただきたいと思います。 

地域審議会の設置に関する協議第９条第５項によりまして、会議の議長

は会長が行うこととなっております。 

会長さんに会議をお進めいただきたいと存じます。 

 

上田会長 

皆さん、こんにちは。あいにくの雨で、ずいぶん寒くなってきました。

何かと気ぜわしい中、お集まりいただきありがとうございます。 

本日の出席委員は、１２名です。２分の１以上の委員の出席がありま

すので、地域審議会の設置に関する協議第９条第４項の規定により、会

議は成立いたします。 

それでは、平成２６年度第４回河芸地区地域審議会の会議を開きます。 

本日の会議録に署名をしていただく方を指名させていただきます。中條

委員と野元委員を指名させていただきます。よろしくお願い申し上げま

す。 
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本日の議題に入ります。それでは、事項書に沿って進めたいと思いま

す。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

        それでは、事項第１「これからのまちづくりについて」です。事務局

説明をお願いします。 

 

今村地域振興課長 

     それでは、事務局からご説明させていただきます。お手元の資料の

確認をお願いしたいと思います。「計画と地域審議会」というカラー刷

りのＡ４資料、「河芸地域のこれからのまちづくりへの提案方法につい

て」、それから、「平成２６年度地域かがやきプログラム事業実績」以上

の３つで、本日の会議を進めさせていただきたいと思います。後でご説

明申し上げますが、「河芸名所めぐり」という冊子も配布させていただ

いておりますので、よろしくお願いいたします。 

     これからのまちづくりということで、この前、本庁の政策課の方か

ら、新市まちづくり計画の期間延長について説明させていただき、それ

に基づきご協議をいただき、会長の方から市長の方に申し入れをしてい

ただきました。今、議会におきまして、まちづくり計画の延長について

提出させていただいております。委員会の方も終わりまして、最終日に

議決をいただけるものと思っております。その際に付随して、これから

のまちづくりへの提案もしくは意見という形で、政策課長から話があっ

たことがご記憶にあるかと思います。その点につきまして、皆さんのご

意見も含めて、短期間で新年度予算に反映する場合は１１月ぐらいまで、

それ以外については期間を定めずにと言うお話で、この河芸地域につき

ましては、時間をかけてまとめていこうと言うことで、ご議論をいただ

いていたところです。皆様からのご意見をまとめるにあたって、どのよ

うにしていったらよいかということを会長・副会長とご相談申し上げま

した。 

まず、１点目、津市の計画と地域審議会の関連について、表の方でご

説明申し上げます。１枚目、Ａ４横でカラー印刷、「計画と地域審議会」

を見ていただきたいと思います。現在の津市の総合計画につきましては、

構想部分は１０年間、後期基本計画の２年目に入っています。平成２９

年度、平成３０年３月までを計画期間として、今、進めさせていただい

ております。平成３０年度からは、新たなビジョンを策定して、次期の

津市総合計画、多分、前期後期５年ごとに策定がされるものと思われま

すが、これは、次の策定でないと分かりません。今は、後期基本計画に

基づいて、事業を進めさせていただいております。２段目の「新市まち
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づくり計画」につきましては、先ほどもご説明させていただきましたよ

うに、今年度、期間延長をお願いして、５年間、平成３３年３月までを

期間とし、財政的な部分の協力を得、長期間にわたって起債が有利に使

える部分が増えたということになっております。 

もう１つ、合併に伴って１０年間ということで、地域審議会が条例上

定められている法定の機関ですが、これについては、平成２７年度、平

成２８年３月まで設置されることになっています。今回、地域審議会委

員の皆様が就任された時に市長の方からもありましたが、平成２８年度

以降の意見の吸い上げについては、今後、検討するという形で、まだ決

まっておりません。何らかの形を作っていくということですが、それに

つきましては、法定になるのかどうかもまだ分かりません。地域審議会

については、平成２７年度で終わるので、ちょうど終わる期間が、次期

のまちづくり計画の計画策定の事前の時期にかかってくることになり

ます。前回の後期計画の時も、審議会の皆様から色々なご意見をいただ

き、総合計画に毎回反映をしているわけですが、今から１年３ヶ月程度

をかけて、この計画策定に向けて地域の意見として皆様方にご議論いた

だく事で、会長・副会長とご相談させていただいて進めていきたいと思

っております。計画とこの地域審議会の関係につきましては、このよう

な形になります。 

次に、２枚目をめくっていただきまして、地域審議会の会議内容です。

１回から３回につきましては、これまで皆さんにご審議いただいた内容

等を書かせていただきました。今回の４回目につきましては、本日のこ

とです。５回目以降が、取りまとめの会議にさせていただきたいと思っ

ております。今回につきましては、その手法についてご検討いただいて、

次回２月中旬に予定する会議では、これからのまちづくりについての委

員さんから出された意見を、委員さんの中で説明をいただき、取りまと

めていく方向性や方針を決めていただきたいと考えています。その他に

つきましては、こちらから皆さんにご報告申し上げる件は別として、今

考えておりますのは、１月２日から新斎場がオープンしますので、２月

になると安定するということで、施設の者と協議中ですが、４事業の中

の大きな施設ですので、「いつくしみの杜」の施設見学も含められたら

と思っております。 

１枚めくっていただきまして、平成２７年度の予定ですが、開催時期

については多少前後させていただきますが、１回目につきましては、皆

様の意見を集約させていただきまして、意見項目を取りまとめていき、

２回目につきましては、取りまとめ方針が決まった意見項目について決
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定をし、内容を進めていきたいということです。３回目には、市長への

意見の最終案としてとりまとめ、４回目の１１月には決定をして、市長

に意見書を提出していきたいという流れとさせていただきました。２月

ぐらいに予定しております第５回ですが、河芸地域のこれからについて

と言う内容で、皆様にもう一度ご議論いただきながら、道の駅津かわげ

の全体概要がどんな状況であるか見ていただけるように施設見学も入

れていきたいと思っております。そのような流れで、進めさせていただ

きたいと考えています。 

Ａ３横の１４ページ１５ページと書いてある資料をご覧ください。そ

れは、総合計画に記載されている内容です。これからどうしていくかと

言うことが書いてあるわけですが、これに基づいて、現在、津市は計画

を進めさせていただいております。先ほど言いましたように、新市まち

づくり計画の期間が延長されたということで、一番初めの協議につなが

っているということです。まず１点目が、各計画と地域審議会の部分の

ご説明をさせていただきました。これを踏まえまして、今後の審議会の

中で、皆様のご意見をまとめていくのをどうすれば良いかが、２枚目の

資料になります。河芸地域の「これからのまちづくり」への提案方法に

ついてということでございます。一番上に書かせていただいた津市総合

計画後期計画２０１１～２０１７ですが、これに向かって河芸地区の地

域審議会としましては、５つの項目に分けてご意見をいただいておりま

す。これにつきましては、総合計画の２０ページ２１ページに掲載され

ています。前回は、「災害に強いまちづくり」「道の駅の整備推進」「高

齢化問題の取り組み」「まちの活性化」「海岸地域の活性化」５つの項目

に分けていただいております。その点につきまして、次の総合計画では、

道の駅の整備推進については建物が完成します。そのあとの活用方法は

残るものだと思っておりますが、その他の項目も含めて、今後も継続す

る内容になってくると思います。前回のまとめをしていただいた中で、

総合計画後期基本計画を基に各施策を進めさせていただいております

が、次期総合計画に向けて意見を出すにあたり、提案の大きな柱として

「河芸地域において伸ばしていくこと」２番目が「河芸地域において新

たに取り組むこと」３番目が「河芸地域において今後も継続していくこ

と」４番目は「津市全域に対して河芸地域が担っていけること」その他

委員の皆様の中で選定をしていただいて、まず、テーマ分けをして、皆

様の意見を整理してはどうかということを、会長・副会長さんと相談を

させていただいたところです。ただ、ご意見の内容の種類としては、下

に一つの例として、教育、福祉、環境、社会基盤、文化、スポーツ等が
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ありますが、それが複合してくるものもあると思います。全部にわたっ

ておりますと、どこに入れたらいいのか分からなく、整理がしにくくな

りますし、委員様方の認識の共通をしていくために、このような分類に

分けてご意見をいただいて、最終的には、地域審議会全体としてどのテ

ーマに入れたらいいか、どのような表現がいいか、どのようにまとめさ

せていただいたら一番分かりやすくなるのではないかと考えておりま

す。最終的には、テーマがあって、内容があって、具体的な例があって、

個別の事業なり要望事項が最後についてくるような形になるようなイ

メージをもっております。 

意見をまとめていく最初として、１枚めくっていただいて、河芸地域

のこれからのまちづくりへの提案ということで、各委員さんからご提案

をいただきたいと思います。身近に感じることから色んなことについて、

項目だけ何かを出していただき議論いただきたいと思っております。提

案者ということでお名前を書いていただき、次回に、内容を委員さんの

思いとして、他の委員さんに伝えていただくことが大事かと思っており

ます。検討項目に挙がってきた段階では、委員さんの発案に基づいて、

全体の意見として取りまとめていただきたいと思っております。各委員

の方で、どのようなテーマ分けがいいのか絞っていただいて、その中の

具体的な例を細分化、例えば教育と福祉にまたがる場合もあると思いま

す。２つにまたがる場合は、教育の視点で書いたというような、その際

に説明をしていただいたらいいかと思います。このような分類をしてい

ただければと思っております。ご提案記入欄ということで、ご意見等を

記入していただければと思っております。形としては、このような様式

を作らせていただきましたが、どんな用紙に書いていただいても結構で

す。どなたがどんなテーマでどういう内容であるか、事務局の方に提出

をいただければ結構ですので、Ｅメールのアドレスも書かせていただき

ましたので、ご活用ください。ＦＡＸでも結構ですし、こちらに来られ

る際でもご提出いただければと思っております。提案をいただき、次回

２月までにある程度まとめた中で、討議をしていただければと考えて、

このペーパーを作らせていただきました。このような流れの中で、会長

さんに皆様のご意見をまとめていただけたらと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

上田会長    

     ありがとうございました。事務局から、これからのまちづくりに係る

今後の進め方について提案がございました。何か、ご質問やご意見はご
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ざいませんでしょうか。私達は意見を書かなくてはいけませんので、分

からないところがありましたら、ご質問なりいただきたいと思います。 

 

和田委員 

     提案と言うことで、５番が空白になっていますが、私はここに「行政」

というのを入れるべきだと思います。まちづくりをしていく上で、行政

も変わったというお手本を見せないといけない。その理由として、端的

に言うと、地域振興課が３階にありますが、何でもかんでも地域振興課

はいいのですが、住民から見たときに、ごみなどが地域振興課管轄とは

なかなか理解し難い。環境課など、住民が分かり易い課を作るとか、地

域振興課からはずすと、もっと分かり易いのではないかと思います。そ

のように行政を変えていかなければいけない。身近なところから自分達

も変えていくんだという意識もお願いしたいと思います。 

 

上田会長 

      ありがとうございました。今のご意見について、いかがですか。行政

の仕組みなど、私達の要望というところなんだと思いますが、この項目

を挙げさせていただいてもよろしいか。 

 

和田委員 

     自由に書けばいいじゃないですか。決めるとかそういうのではなく。 

 

今村地域振興課長 

     これからのまちづくりとして、ひとつのしばりとして、先ほどご意見

をいただきましたように、行政体制の見直しというような形があるので

あれば、ご自由に書いていただいていいかと思います。それらも当然、

まちづくりのひとつです。次期の総合計画の中の行政体制、総合支所の

体制をどうするか、本庁も含めてご意見をいただくことも大切だと思い

ます。 

 

上田会長 

     他に何かございませんか。 

 

和田委員 

     別件ですが、地域審議会を始めるにあたって、今回は事前に資料がも

らえなかったということ。是非、先にいただいて、中を吟味したいとい
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うのが１点。我々も、河芸のことを知っているようで知らない。前回の

８月から４ヶ月ぐらい経っていますが、できたら冒頭にその間の河芸の

動向や状況を、説明も加えていただきながら、今後の行事予定もお話い

ただけたらありがたいと思いますので、１つの要望事項として挙げさせ

ていただきます。 

 

上田会長 

それは、ここへ書くのではなく、今の要望ですね。 

 

和田委員 

そうです。 

 

上田会長 

     他に何かございませんか。 

 

須田委員 

     これからのまちづくりということで、平成２５年度から２９年度まで、

次のスパンは３０年から３５年ということで、トータル的には長期にわ

たるような計画になっていますので、出来ましたらこの審議会のメンバ

ーには３０代４０代の人が入ってこなければいけないと思います。今の

年齢の人が１０年先の事を考えても、現在の事を議論するのはいいが、

将来の見通しや将来このようなまちづくりをしたいというのは、２０代

３０代の人の話になってきます。ですから、会議を夜にしてもいいので

はないかと思います。若い人にも夢があるし、高齢化ばかりでなく、こ

れから産んで育ててもらわなくてはいけない。平均年齢を若くしようと

思えば、産んでもらわないと若いまちには出来ないと思います。若い層

は仕事もあるだろうから、夜に会議を持つとかして、メンバーに若い人

が入ってもらえるような制度を作ってもらわないといけないと思いま

す。 

 

今村地域振興課長 

     先ほど和田委員からいただいた件ですが、動向や報告につきましては、

出来る限りまとめさせていただきます。予定は、すべてのことにおいて、

まだ決まっていないこともございますので、分かる範囲でまとめさせて

いただきたいと思っております。須田委員からの、審議会委員に若い人

を入れたいということですが、地域審議会という法定審議会において、
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私共が若い人に入ってもらうような依頼の仕方をしなかったというこ

ともありますが、当初の合併に向けた中で、各種団体を代表する等の形

がありましたので、このような形になってくると思います。会長さんも

含めて、地域審議会の次期計画に向けて、ご提案をいただくというよう

な中で、総合計画策定には総合計画策定審議会というようなものが多分

出来ると思います。これが平成２８年度以降から作られると思いますの

で、須田委員が言われた件については、地域審議会の中から挙げていっ

て、若い人を含んだ意見を出すということで、地域審議会からの提案と

して出していただけると、体制的にも今より良くなっていくのではない

かと思っております。今後の取りまとめの中で、皆さんとご協議いただ

きたいと思います。 

 

上田会長 

     須田委員、そういうことでよろしいでしょうか。 

 

須田委員 

     はい。 

 

上田会長 

     他にご意見等よろしいでしょうか。 

 

柏葉委員 

     意見を１月１５日までに出してくださいということですが、今まで

も、このように意見を出してくださいということがあったと思います。

今年も出しましたが、毎回同じような設問なのです。前に出した意見が

その後どうなったのか、それを加味した上で、考えてくださいというこ

とでいいのか。その辺が不明確で、前の意見に重複したらどうするのか

とか、提案がちぐはぐになったりしてもいけないので、前回出したもの

を見せてほしい。議論の上で、前回のものを加味した形を取ってもらえ

ば、重複しなくてよいし、前の内容も確認したいので、その辺を考慮し

てほしい。 

 

今村地域振興課長 

     長く委員さんをされてみえる方は、時代も地域も変わってきています

ので、再度ご意見を出されてもいいかと思います。今まで、自分がどの

ような意見を出されたかについては、資料をお渡ししたいと思います。 
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柏葉委員 

     今年も出した記憶があります。 

 

鈴木総合支所長 

引き続き審議会委員をしていただいている方につきましては、今年の

３月、最後の地域審議会で今後のテーマ的なものをいただきました。 

 

上田会長 

     他はよろしいでしょうか。 

 

和田委員 

先ほどの須田委員の話で気がついたのですが、これからのまちづくり

で、ここには色々書いてあるのですが、やはり「まちづくりは人づくり」

なのではないかと思います。人を育てていく、若い方の件は私も全くの

同感です。そのような人をどのように育てていくのか、人づくりの方法

はこの５項目の中に書いてないので、私も４月から学童保育に携わるよ

うになり、痛切に人づくりに頭を悩ませているところです。そういうこ

とも、この中に入れていっていただくと、もっと色々な意見が色々な人

から出てくるのではないかと感じました。 

 

上田会長 

このテーマにつきましては、５番や６番も自分で作って書いてもよろ

しいのですか。 

 

今村地域振興課長 

     結構でございます。ただ、取りまとめの中で、地域審議会から意見

を出すのは５つぐらいまでかなと。先ほど和田委員が言われた「人づく

りについて」というようなサブテーマが出てくると思います。例えば、

「子育てについて」は「教育」になるのか「福祉」になるのか、両方に

またがるかも知れません。その中で、地域づくりについては、人づくり

が大切、子育て環境の整備が必要である等の意見を書いていただいて、

皆さんの議論の中で、その部分について取りまとめの中で、河芸地域は

今後も若い世代の住環境が必要であるとか、また、集まる地域であるか

らこの部分を伸ばしていただくというようにする等、皆さんで考えてい

ただく１つの取りまとめのテーマとして書かせていただきました。個別
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の具体的なものは中に書き込んでいただいて、それを皆さんでご議論い

ただいた中で分類していただき、意見書としてまとめていただけたらと

思っております。 

 

木下委員 

      農業についてとか、漁業についてとか、まちの活性化について書いて

あるのですが、私は不勉強で、例えば農業なら河芸の農業の状況やどう

いう問題があるのかよく分からない。そのような情報を審議会の中で共

有化するような場を設けてもらえると、より分かり易くなって、問題へ

の取組や将来こうしていきたいというような発想にもつながってくる

ように思います。河芸の中にも色々な団体があって、それぞれ活動して

みえると思いますが、具体的なものがなかなか見えないというところが

あり、情報共有できる場も設けてもらうと非常に良いのではないかと思

います。 

 

今村地域振興課長 

     事務局で思っておりますのは、例えば、「農業について」という意見

があれば、今回、農業で出ていただいている委員もお見えになります。

農業に従事されている方もいらっしゃいますし、そのような中で、行政

がどうのこうでなくて、委員の立場として、この地域のものがどうであ

るか認識をしていただければいいのかと思っております。まず意見を出

していただいて、皆さんでもんでいただいて、行政的な数字が必要なも

のがあれば出しますが、数値の把握でしかありませんので、その中でど

のような課題があるのかというのは、聞き取り等をさせていただいて、

委員さんも地域の声を聞いていただいて、話を進めて行っていただけれ

ばと思います。何もこれで結論を出すわけではございませんので。 

 

木下委員 

     そうすると、それぞれの専門分野を対象として、自分が関わっている

領域を見てから意見を出していけばということですね。 

 

今村地域振興課長 

     生活をしているという部分で、地元の産物を買いたいのに買うところ

が分からないというようなご意見でも結構かと思います。それが農業に

つながっていくのか商工につながっていくのかは、皆さんで話し合いを

していただければと思っております。 
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鈴木総合支所長 

     地域審議会の中では、高齢者問題とかもう少し具体的なテーマを担当

しております課や関係機関等で、勉強会的なことをしているところもあ

ると聞いております。提案していく中で、分からない部分について講師

等を頼むことも可能ですし、意見をまとめていく過程において、必要で

あれば事前に資料を集めることも可能かと思います。 

 

須田委員 

     農業の話が出ましたが、前から言っていますが、昔から変わらないの

は河芸町の地形だと思います。それを底辺において、スポット的に今日

は農業をどうしたらいいか、どのようにやっていこうかを徹底的に、こ

の中の人が説明できるような態勢があればそれで、説明できるような人

がいなければ外から来ていただいて、いい話は少ないですが、苦労話を

してその悪いところを良くしたら自然と良くなります。言葉では、「特

色のあるまちづくり」と言いますが、私は特色とは「地形」だと思いま

す。その地形をどうするか。どこに陽があたるか、どこに風が吹くかと

いうことからまちをどうしていこうか考えて、専門職が必要なら会議に

入ってもらって、この会議がガス抜きの会議ではなく、足跡を残せるよ

うな会議にしていくためにはそのようにした方がいいと思っておりま

す。 

 

今村地域振興課長 

     ありがとうございます。須田委員からご意見をいただきました。今回、

皆様から項目を挙げていただいて、次回、それをどのように整理してい

こうか、来年度は５回予定していますが、それ以外にも集まっていただ

くことも可能かと思います。前３回か４回に、項目だけを分けて絞って

ご協議いただいて、最後に意見としてまとめていく方法もあるかと思い

ます。その辺については、項目が出てからもう一度ご相談申し上げる形

でいきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

上田会長 

     分かりました。自分達が日頃思っていることを挙げて、それを皆で協

議して、意見としてまとめていくということでよろしいでしょうか。自

分が関わっている範囲を中心に意見をまとめて、それを皆のものにして

いくという形ですね。 
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中條委員 

     柏葉委員が言われた平成２５年度の第３回に、河芸地域の課題につい

て、皆さんここで討議されたと思います。これについてのまとめはされ

たのですか。 

 

上田会長 

     こちらがそれなんですが。 

 

中條委員 

     それが反映されている内容ですか。 

 

今村地域振興課長 

     年度を越えていますが、平成２６年度第１回の会議時に、委員様から

の意見をまとめさせていただいたものを添付させていただいた次第で

す。 

 

鈴木総合支所長 

     ４月１４日の委嘱式の後の審議会です。 

 

上田会長 

     再度出していただけますか。 

 

今村地域振興課長 

     意見を出す相手方、津市としましては後期基本計画が動いております。

４月に後期基本計画書・概要版がありますが、今回、抜粋させていただ

いたものが手元資料で、河芸地域の意見としてそれまでにご議論いただ

いた部分もあるかと思います。これらについては、総合計画に反映させ

ていただいて、５年間の中で動いていますが、これから次の計画に向け

て、この地域性や風や地形という部分の中でどのようなことができてい

くか、どういうことを伸ばしていかなければならないかという点も含め

て、課題等を次の計画書に提案できていくような形で進めたいと考えて

いるところです。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。あと、どうでしょうか。この資料は、審議
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会の中でまとめてきたものを提案して、ここに盛り込んでいただいたの

ですね。 

 

今村地域振興課長 

     前の地域審議会委員の皆様の中で、総合計画の策定に係る地域の意見

ということでまとめていただいて、市長の方に出させていただいた地域

審議会からの意見という形になっています。 

 

鈴木総合支所長 

     今までは、そういう形で丸丸総合計画の中に載せるということはなか

ったのですが、市長の地域への思いが、そのまま総合計画に盛り込むべ

きということで、前回の委員さんにご審議をいただいたままが載ってい

るわけです。それを今後、さらに新しい計画作りに反映していくように、

まとめていけたらと思っております。 

 

和田委員 

     まとめていただいた５項目について、津市が目指しますと書いてあり

ますが、具体的にどのように目指すのか、それがいつ分かるのか知りた

い。前期総合計画の時も、目指すと書いてあっても、結果的に出来てい

ないのが結構あった。目指すと書いてある以上は、具体的なプラン、ビ

ジョンを知りたい。 

 

今村地域振興課長 

     こちらの２０、２１ぺージにつきましては、行政側が作った文章では

なくて、各地域の地域審議会からの決意みたいな感じで出されているの

です。そのまま原文のまま載せています。 

 

和田委員 

     それなら、地域審議会の会議で具体的に何をするんだという議論を、

ここで行わないといけませんよね。 

 

上田会長 

     これを提案された時は、柏葉委員からの高齢化についての提案は、ず

いぶん具体的でしたし、それらを文章化してまとめましたので、ちょっ

と歪なものになってしまったのだと思います。皆さんからは、具体的な

提案はありましたね。 
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鈴木総合支所長 

     そうですね。 

 

和田委員 

     そういう資料が欲しいです。逆に言うと、１項目でも１日議論しても

足りないくらいのものだと思います。地域審議会は、いつも行政からテ

ーマが与えられる。地域審議会の中で、次はこういう議題をしようと決

めてもいいのではないかと思います。全部がよく分からないので、具体

的な案があれば見せていただきたいし、それに対して更に意見や提案が

あればそのようにすればいいのではないでしょうか。 

 

上田会長 

     今回はこれに書いて出して、集約したものについて提案していくとい

う形でどうですか。まとめる時に、具体的な意見を取り入れて進めては

どうですか。 

 

今村地域振興課長 

     前回の場に私が居なかったのですが、地域審議会の意見をそのまま載

せるという形でこちらに載せたと伺っています。ただ、各地域共、そう

ですが、それまでに色々な議論がありました。私として考えております

のは、最終的な表現はこれだが、その中で項目別に具体例を入れて、河

芸地域においては、地域審議会として要望する形をとっていって、総合

計画に反映されるのは表の文しかないと思います。提言としては、それ

らをつけたものを挙げるべきだと考えております。地域審議会の会議録

にも残りますし、当然、市長が受ける提言についても残る。ただ、その

中で総合計画書に載せるのは、表の文章なり項目になってくると思いま

す。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。 

 

柏葉委員 

     １月１５日には意見等を提出してくださいということで、項目が教

育・福祉や何項目かあって、その中に、伸ばしていくこと・新たに取り

組むこと・今後も継続していくこと・全市的に河芸地域が担っていける
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ことということで、例えば、私は教育の部分について、そのテーマで今

後も継続していくというような形で丸をつけるのか。 

 

今村地域振興課長 

     思いとして、将来、総合計画に向けて、例えば伸ばしていくことの視

点から何のことを書きたいのか、自分が農業のことについて書きたい場

合、書いた際に、どういうことを担っていくのかを今やっていること営

農組織を継続してやっていかなければならないとか、自然保護をもっと

継続していかなければならないなど、そういう視点で書いていただきた

い。各委員さんの思いを、皆さんが共有できるようにという形で付けさ

せていただいたものでございます。 

 

柏葉委員 

     それをはっきりさせておかないと。皆さんは賢いのでよく分かると思

いますが、私は、教育から全ての項目を１から５まで全部書かないとい

けないと思っていたので。教育だけでよろしい、その中で伸ばしていく

ことだけでいいということですね。 

 

今村地域振興課長 

     自分がこれだけはと、行政が津市河芸総合支所というところで、大き

な流れが動いていくわけです。その中で、この視点について１点、特に

河芸地域として、先ほども言いましたように、自然環境などを踏まえて

書くのが良いと思っております。 

 

柏葉委員 

     分かりました。 

 

今村地域振興課長 

     いくら今から観光立地を目指すと言っても、なかなか今からでは難し

い訳です。今、この地域にあるものをどうやって伸ばしていくか、もし

くはどのように継続するかということを書いていただければと思いま

す。沢山書いていただく場合は、何枚かに分けていただいても結構です

し、ポイントを絞っていただいて、積み上げていくのがいいのかと思い

ます。その中で、また広がっていくと思っておりますので。 

 

和田委員 
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     確認です。前回出した５項目にこだわるのですが、この中には、かな

りの人とお金が絡んでくると思います。予算的に、これぐらいの予算は

河芸総合支所は確保しますよといったような具体例はあるのですか。 

 

今村地域振興課長 

     今のところはないです。 

 

和田委員 

     あくまで、自己満足の世界で書いているということですか。 

 

今村地域振興課長 

     そうではなくて、この地域がこういうことをしていかなければならな

い、具体的な行事が挙がらなければ、最初に財布を与えられて、この地

域をどうしていこうということではありません。その時に必要なものに

ついては、河芸地域に重点的に配分をされると考えておりますので、そ

の為にも河芸町が担っていけることや継続しなければならないこと、人

口が集中しているので必要になることを挙げていかないと、当然行政の

方も考えておりますが、予算がいくらあるからどの道に使おうかという

観点は、この地域審議会の中の議論からは外していただいた方がいいか

と思います。 

 

和田委員 

     極端な話が、出さないと予算は取れないでしょということですね。 

 

鈴木総合支所長 

     総合計画に基づいた中で、市の方も予算との関係も出てきますが、必

要性を基に進めていくのですが、地元からの強い要望があれば実現も早

くなるし、優先順位も変わってくると思います。 

 

和田委員 

     例えば、平成２５年度の資料の中で、予算的な裏づけがついているも

のはあるのですか。 

 

谷口委員 

     それは、平成２６年２月時点のものなので、無理です。 
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和田委員 

     でも、何年か前から継続して出しているものもあると思います。ひょ

っとすると、予算がつきましたということもあるかも知れません。 

 

柏葉委員 

     １１月くらいに査定して、年明けに市長決裁なので２月には無理です。 

 

和田委員 

     何年か前から、継続して同じ事を出している可能性もあるじゃないで

すか。 

 

今村地域振興課長 

     予算の増額云々は別としまして、具体的な箇所について、先ほどお話

のあったように、２月に予算計上するのは無理があります。例えば、２

番目、街灯がありますが、機能不全のものへの早急な対応態勢をという

形で、補助制度というか自治会長さんを通じて割り振りをさせていただ

いて、早急な対応をしておりますし、市管理のものにつきましても、電

話を受ければ順次直している状況です。予算が伴うもの、足りない部分

は謝らないといけませんが、お金で対応できる部分になっていると思い

ます。真ん中より少し下ですが、田中川の浚渫のところでございますが、

県が行っているわけですが、今年度も１千万くらいの予算がついており

ます。県事業になっておりますので、要望を挙げたおかげで進んできて

いるわけです。オール津市として要望を挙げていかないと、河芸総合支

所で県に行っても相手にしてくれない部分もありますので、内容によっ

ては時期的にすぐ対応が出来るものと出来ないものが出てくると思い

ます。 

 

上田会長 

     よろしいでしょうか。今回は、それぞれが係わっている分野、関連す

る分野で日頃思っていることやこうして欲しい、こうあるべきだという

ことを書いていただいて、１月１５日までに提出していただくという進

め方でよろしいでしょうか。 

 

中條委員 

     もう少し、日にちをもらえないかな。 
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今村地域振興課長 

     １つの目安として出させていただきましたので、２月でも結構でござ

います。会議の開催時に間に合うか、それ以外の話になります。その際

に出されてもいいかと思います。 

 

柏葉委員 

     審議会の時にどういう意見が出たのか、全員のを挙げてほしい。しゃ

べっていて、そうかなと思っていても、文章でじっくり読むと分からな

い時もある。 

 

鈴木総合支所長 

     集約の仕方によっても、変わると思います。 

 

今村地域振興課長 

     全員のを挙げるつもりでしております。 

 

柏葉委員 

     誰々委員の意見として出してもらえばいい。 

 

今村地域振興課長 

     記録に残るように、打ち換えられたら打ち換えたいと思っています。 

 

中條委員 

     文章を作るのが下手なので。 

 

和田委員 

     前と同じものを出してもいいと思います。 

 

今村地域振興課長 

     あくまでも、原文は原文であって、それを打ち換えたものを表として

出すということです。皆さんにご議論していただき易いように、事務局

がする仕事だと思っております。慌てて打ったもので、ペーパーの提出

日の曜日が間違っておりました。木曜日ということで、後でお配りした

ものは修正済みです。 

 

上田会長 
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     １月１５日の日付はそのままですか。 

 

今村地域振興課長 

     目安ということで考えていただきたいと思います。遅れた方につきま

しては、この用紙でご協議いただきたいと思います。先に情報をという

ことになりますと。 

 

中條委員 

     間に合いませんか。 

 

今村地域振興課長 

     遅れたら、先に項目だけ挙げていただくといいかと思います。差し替

えはどれだけでもしますので。 

 

上田会長 

     それでは、１月１５日までにお願いしたいと思います。 

 

柏葉委員 

     それと、これはそちらの仕事になると思いますが、意見等が出てきて

から、仕分けがありますね。これは市でとか、県だとか、千里ヶ丘は県

営住宅の関係で県としなければならない。そういったものも出していい

のか。そちらで仕分けしてもらえるのか。 

 

今村地域振興課長 

     県営住宅は県でしないといけないことですが、仕分けはさせていただ

きます。県、国、道路関係はそういうことが多々あると思います。生活

には絶対必要なことですので。用紙につきましては、こちらを使ってい

ただいても結構ですし、お名前等を書いていただければ、どんな形でも

結構です。メールでも結構ですので、事務局までお願いしたいと思いま

す。それと、先ほどお話の出ました意見の関係ですが、他の地域審議会

につきましては、１１月までに出されたところは無いようです。年度末

にかけて、地域の具体的な要望を出されたところは５つぐらいで、今後

もあると聞いています。それについては、各所管課にまいてそこからの

回答を戻すことになりますので、総合計画に反映できない意見になると、

その点だけ。必要なことがありましたら、いつでも本庁なり総合支所な

りに言っていただければ、対応はしていきますが、地域審議会として、
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この地域づくりに反映できるのは、きちんとした形でまとめていくのが

いいのかなと思っております。４月に市長選挙があります。新しい市長

になられた時に、総合計画を踏まえて、地域審議会に対して再度意見を

求めるような形が出てくるかも知れません。それにも対応できるのでは

ないかと思っております。１年とちょっとかけて、実質的には２年間か

けて皆さんのご意見、この地域づくりをまとめていただければと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。事項１につきましては、この辺で終わらせ

ていただきたいと思います。ここで、１０分ほど休憩を入れさせていた

だきたいと思います。 

     

（休憩） 

 

次に、事項２「その他」について、事務局からお願いします。 

 

今村地域振興課長 

     その他の事項といたしまして、地域かがやきプログラムの進捗状況を

説明させていただきます。まず、織田の方から説明させていただきます。 

      

織田地域振興課調整担当主幹 

平成２６年度地域かがやきプログラム事業の進捗状況を説明いたし

ます。 まず、フェスタｉｎかわげですが、平成２６年１１月２日（日）

フェスタｉｎかわげを実行委員会主催により河芸公民館において開催

しました。今年は、河芸町制３０周年記念式典（昭和５９年）に埋設さ

れました。タイムカプセルの開封年にあたり、カプセル公開に伴い、「タ

イムマシーン」や「古き良き物」を関連テーマとして、ドラえもんショ

ー、「河芸町のあゆみ」の上映、ブリキのおもちゃ博物館館長の北原照

久先生の講演会等のイベントを行いました。公民館ロビーに展示してい

ましたカプセルに入っていた懐かしい品々に足を止めてご覧になる光

景や記念撮影をされる方もたくさん、おみえになり、ご家族や同窓生な

ど幅広い年齢層の来場がありました。資料２枚目以降に、フェスタの写

真とイベントのチラシを添付させていただきましたのでまたご覧いた

だきたいと思います。 

 なお、タイムカプセルは、フェスタ終了後、河芸総合支所１階玄関ロ
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ビーにて引き続き公開しており、今週末まで展示を予定しています。 

次に、河芸地区特産品開発事業です。１枚資料をめくりください。河

芸地区特産品として「黒米おはぎ」と「河芸のにぎやか畑寿司」が完成

品となりました。開発した特産品を料理教室や実習、イベントへの出展

により地域内での認知度を高める活動をしています。また、（仮称）道

の駅津かわげ等で通年販売できるように「季節の混ぜご飯」、「おこわ」、

「草もち」の開発等四季折々の地元食材を活用したメニューの強化を行

なっていただいています。 

 レッ津・スポー津・レクリエーション大会事業ですが、三井委員さん

はじめ、かわげスポーツクラブの方にご尽力をいただきまして、各種ス

ポーツの教室、大会が催しされ、健康の増進や地域の交流の場として親

しまれています。一番の行事としては、河芸体育祭ですが、晴天に恵ま

れまして約１３００人の参加で、賑わいました。今年は、体育祭の種目

も増やし、幅広い年齢層が参加できるようになど、一日楽しめるように

趣向を凝らしていただき、今年流行の妖怪ウォッチ体操では、大いに盛

り上がりました。以上です。 

 

岡河芸事務所調整担当主幹   

河芸教育事務所の岡です。平成２６年度の多文化共生推進事業の事業 

実績について、ご説明申し上げます。 

まず１つ目は、昨年に引き続き、外国人児童・生徒への支援事業とい

たしまして、ポルトガル語教室・スペイン語教室を開催しております。

この教室は千里ヶ丘公民館におきまして、小学校・中学校の児童・生徒

を対象に月３回の予定で土曜日の午前に開催しております。 

ポルトガル語教室につきましては、１１月までの実績は講師の都合な

どで予定より受講回数は減りましたが、１７回の開催で、延べ８０人が

参加しております。また、スペイン語教室につきましては、同じく１１

月までに２０回開催して、延べ８５人が参加しております。両教室とも、

引き続き３月まで実施する予定です。 

次に「ふれあいネットワーク事業」を説明させていただきます。今年

も昨年に引き続き、外国人と地域の人たちが相互に理解し交流を深める

ための事業として「ふれあいネットワーク事業」を開催しました。今年

は２回に分けて実施し、１回目は、１０月１９日の河芸体育祭の日に、

「お寿司と体育祭を体験しませんか」として、午前中にちらし寿司作り

を体験してもらい、その後、体育祭に参加してもらいました。 

資料１をご覧ください。参加者の募集を津北商工会から河芸地域の企
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業に呼び掛けてもらったり、国際交流協会の日本語教室参加者や千里ヶ

丘小学校を通じて在住の外国人などに声かけをしてもらったりして、事

前の申し込み３４名に対して、当日欠席者もあったり逆に友達に誘われ

て当日参加する人もあり、合計３５名の外国人の方の参加で実施しまし

た。参加者を６組に分けて、特産品開発研究会５名の方の指導と、国際

交流協会津北部支部の方のお手伝いで、「河芸のにぎやか畑寿司」を作

りました。特産品開発研究会で事前準備していただいた野菜の具材と酢

のご飯に、外国人の方に卵焼きを切って錦糸卵を作って盛り合わせる体

験をしてもらいました。各組とも和気あいあいの中、片言の日本語と手

ぶりでちらし寿司を作り、皆さんで試食をしました。あと片づけのあと、

感想を聞いたところ、「とてもおいしかった」「ごぼうを初めて食べてお

いしかった」など概ね好評であったが、「ワサビ菜が食べれなかった」

という人もいました。反省点として、食材の数に制限があったことから、

参加者の当日欠席や当日参加があり人数の把握に混乱が生じてしまい

特産品開発研究会の方に迷惑を掛けてしまいました。 

２つ目の事業として、「着物を着て日本の文化にふれてみませんか」

を実施しました。資料２をご覧ください。昨年に引き続き、かわげ「夢・

希望・きずなフェスティバル」と協働し、外国人と地域の人たちとのつ

ながりや交流を図る目的で実施しました。 

今回も同じように津北商工会から河芸地域の企業に呼び掛けてもら

ったりして、参加者は事前申し込みは４３名でしたが、雨天にもかかわ

らず合計３３名の外国人の方の参加がありました。参加者を３班に分け

て、着物の体験、風呂敷の包み方の体験、日本の昔の遊びの体験を交代

で行い、指導者やスタッフの人たちと交流をしてもらいました。着物を

着て記念写真を撮り、風呂敷の体験では、色々な物の包み方を体験し、

日本の文化に触れてもらいました。また、昔の遊びでは、折り紙、おは

じき、お手玉、あやとりを地域の人たちに教えてもらい、中学生のボラ

ンティアと一緒に楽しんでもらいました。着物姿を友達同士で写真を撮

り合ったり、風呂敷の体験ではスタッフも一緒になり片言の日本語での

会話をしながら楽しんでいました。また、記念写真は後日全員にお渡し

しました。配付に当たっては研修生受入先の企業にお世話になりました。

この「ふれあいネットワーク事業」の実施につきましては、参加者の募

集には津北商工会さんに大変お世話になり、また、国際交流協会さんに

は当日スタッフとしても何人かの方にお世話になり、交流をしていただ

き本当にありがとうございました。 

もう１つの事業として研修事業を予定していますが、日程は来年の２



24 
 

月頃を予定しており、今年度は津市人権同和教育研究協議会河芸支部が

行う人権ネットワーク研修会と合同開催をしていきたいと考えていま

す。講師及び内容については現在調整中ですが、昨年と同様に地域の方

を対象とした研修会としたいと思いますので、自治会をはじめ各種団体

の方に広くお知らせしていきたいと考えていますのでよろしくご協力

をお願いします。以上で説明を終わります。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。それでは、質疑応答に入りたいと思いま

す。まず、フェスタｉｎかわげについて何かご質問等ございませんか。 

 

須田委員 

     資料に「黒米・くろこめ」と書いてありますが、「くろまい」です。

そう統一してください。 

 

織田地域振興課調整担当主幹 

     はい。 

 

和田委員 

     黒米とはなんですか。 

 

須田委員 

     古代米のことです。赤米、黒米、緑米、香り米などがあります。 

 

和田委員 

     黒田米と間違っているのかと思いました。 

 

今村地域振興課長 

     今から実物をお見せします。 

 

谷口委員 

     ご飯を炊くときに少し入れます。 

 

織田地域振興課調整担当主幹 

     厳密には、紫なのかも知れません。 
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須田委員 

     黒米と言いますが、紫だと紫黒米になります。薄めると紫になり、も

う一つ薄めると赤になります。成分はアントシアニンで、ブルーベリー

と一緒で目に良いと言われています。最近の若い人は、これを好みます。

黒米にも玄米で、もち米の黒米とうるち米の黒米があります。うっかり

間違えてうるち米の黒米を買ってしまうと、粒々が残ってしまいます。

なので、もち米の黒米を買ってきます。どちらも表示が黒米になってい

るので、分かりにくいです。真ん中で作って、よその田に流れ込んだら

大変です。古代米は強いです。それがライスセンターに入ったら、もっ

と大変なことになります。 

 

和田委員 

     これをご飯の中に入れるのですか。 

 

今村地域振興課長 

     表ラベルに説明を書かせてもらってあります。 

 

織田地域振興課調整担当主幹 

     量は微調整してもらって、３合に大さじ１杯です。 

 

今村地域振興課長 

     入れすぎると、歯ごたえが良すぎます。 

 

須田委員 

     米を研いでかして、パラパラと入れます。赤飯状態になります。 

 

和田委員 

     一回やってみます。 

 

須田委員 

     これは精米してありません。精米すると白くなってしまいます。一緒

に研がず、後でパラパラと入れてください。 

 

今村地域振興課長     

     産直で売られています。 
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須田委員 

     目の周りの血流が良くなります。 

 

和田委員 

     老眼は治りますか。 

 

須田委員 

     それは、生まれ変わらないと。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。次に、特産品開発事業について何かござい

ませんか。 

 

柏葉委員 

     道の駅で通年販売できるように、特産品の開発事業をしてますね。に

ぎやか寿司など、もう既にそう捉えているのですか。 

 

今村地域振興課長 

     体制といいますか、「黒米おはぎ」と「にぎやか畑寿司」を特産品開

発事業で決めていただきました。にぎやか畑寿司につきましては、原材

料について季節的なもの、端境期のものがあるわけです。その部分につ

いては、地元で作った食材ということになっていますので、その中で季

節的な混ぜご飯、その他の時期は季節混ぜご飯という形で対応させてい

ただく形になっています。生産につきまして、販売するには認定を受け

た加工所で、生産者名義を出して販売をしなければなりません。現在、

中段以降に書いてある地元農業生産者と共に、加工所を造っていただく

ような形で話を進めています。道の駅が出来る頃には、加工所の方で生

産物以外の地域の農業生産者のものを活かしたものを含めて、提供がで

きるような形で進んできている状況でございます。 

 

柏葉委員 

     現在は、即食べたいと言っても無いわけですね。 

 

今村地域振興課長 

     販売という形は出来ません。取り組んでいただいている特産品開発グ

ループさんに、事前にお願いをして材料費等を提供していただいて作っ
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ていただく事は可能になります。 

 

柏葉委員 

     １パックいくらで売る予定ですか。 

 

今村地域振興課長 

     今は、儲けを入れてないです。 

 

織田地域振興課調整担当主幹 

     ３００円くらいです。 

 

柏葉委員 

     値段を聞いて、高いと思いました。少し違うことを考えていたので、

１００円くらいで出来ないのかと。たまには、「わらい」などで出して

はどうかと考えていたのです。１００円くらいならいいかなと。 

 

今村地域振興課長 

     それは無理ですね。美杉の道の駅以外の小さなお店に入っても、最低

３５０円から４００円です。炊き込みご飯なら５００円です。作る側の

こだわりもあります。量でお金を稼ぐものではありませんので、ちょっ

と難しいと思います。 

 

柏葉委員 

     高齢者に食べてもらおうと思っているのです。なんとか考えてもらえ

ませんか。年に３回ぐらいいいかなと思います。 

 

和田委員 

     １００円はきついです。 

 

柏葉委員 

     それを、あえてお願いしているのです。一度、考えてください。 

 

織田地域振興課調整担当主幹 

     また、お伝えさせていただきます。 

 

柏葉委員 
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     １２０円くらいで。 

 

中條委員 

     特産品の関係ですが、予算２０万ということで実施されておりますが、

主にどのようなものを開発するために使われたのか、前回も「にぎやか

畑寿司」など数々のものが作られてきましたが。 

 

今村地域振興課長 

     開発事業としては、昨年度で終わっています。今回は、先ほどもお話

があったように、ＰＲの方で、いかに「にぎやか畑寿司」「黒米おはぎ」

を広く知らせるということが目的で、原材料費としてほとんど使ってい

ます。今、売ることができませんので、試食やふれあいネットワーク事

業のコラボの中で、原材料費としてＰＲしたいということで使われたと

いうことです。この事業については、今年度で完了という形で次の道の

駅の方につなげていきたいと考えております。 

 

和田委員 

     １点教えてください。黒米のおはぎですが、これは黒米１００パーセ

ント使ったおはぎですか。やっぱり、パラパラのものですか。 

 

今村地域振興課長 

     普通、おはぎと言うと外側にあんこがついていますが、今回作ってい

る「黒米おはぎ」は中にあんこが入っています。 

 

和田委員 

     そういうことですね。パラパラということですね。 

 

柏葉委員 

     ごま塩を振ったみたいなものです。 

 

須田委員 

     黒米だけで炊いたら、玄米なので握れません。ついたらおにぎりに出

来ますが、玄米を炊いただけでは握れません。 

 

和田委員 

     小学生の子どもが大変喜んでいました。でも、黒田米を知っていると
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いうのは１名しかいませんでした。 

 

今村地域振興課長 

     イベントで配りますと、あっという間になくなってしまいます。なか

なか口に入る機会が少なくて、申し訳ないです。 

 

上田会長 

     他によろしいですか。 

 

中條委員 

     今回、このように説明資料を付けていただいて、昨年より見やすくな

って、今後も続けていただきたいと思います。 

 

今村地域振興課長 

     来年度以降も事業を進めたいと思います。分けて事業を実施していき

ますと、参加していただく方にも無理を言ってという形になりますので、

ふれあいネットワーク事業につきましては、他の事業と重ねて相乗効果

を狙った部分もございます。今年の反省点も含めて、来年の地域かがや

きプログラムについては進めていきたいと思いますので、ご指導のほど

よろしくお願いいたします。 

 

上田会長 

     レッ津・スポー津・レクリエーション大会事業につきましては、何か

ございませんでしょうか。 

     次に、ふれあいネットワーク事業について、いかがでしょう。 

 

和田委員 

     先ほど、資料はありませんが、日本語教室について触れられたと思い

ますが。 

 

岡河芸教育事務所調整担当主幹 

     日本語教室はやっておりません。ポルトガル語教室とスペイン語教室

です。日本語教室は、昨年で終わりました。 

 

和田委員 

     ふれあい事業の中で、確認ですが、チラシでみるとグランドゴルフと
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グラウンドゴルフ。「ウ」が入っているか入っていないかで、どちらが

本当ですか。 

 

今村地域振興課長 

     グラウンドゴルフですね。体育館も「たいくかん」と「たいいくかん」

同じようなものです。 

 

谷口副会長 

     ローマ字で「こばん」と「こうばん」それも同じです。 

 

和田委員 

     子どもに教える時に、苦労します。 

 

今村地域振興課長    

     日本語は難しいです。 

     今年度、各イベントですが、天候に恵まれたり恵まれなかったりでし

たが、地域の沢山の方々に参加していただき、主催者側と協力していた

だいた方もかなりいらっしゃいました。中学生の子ども達も、こんなに

沢山作業してくれるのかというくらい皆と交流ができ、喜んで事業をし

ておりました。また、来年度も色々な事業に参加していただきたいと思

います。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。 

     引き続きまして、事務局の方から何かありましたらよろしくお願いい

たします。 

 

今村地域振興課長 

お手元には資料をお配りさせていただいておりませんが、先ほどもお

話がありましたように、河芸町の地域でどのようなことが進んでいるの

かということを、予算の査定の時期もございまして明確なものが出せな

いということで、口頭だけでご報告を申し上げたいと思います。８月の

審議会の時に、河芸町時代の構想図を出させていただきましたプールの

跡地の利用のことについてでございます。これにつきましては、谷口委

員から広場としての利用と、三井委員や他の委員さんからもご意見をい

ただきました。当初の構想では、大きな部分で水路を閉鎖するような構
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想になっていたと思いますが、小黒委員から水路の部分について、あの

部分についてはかなり特殊なことがあるとご指摘をいただきました。そ

れを踏まえて、担当課であるスポーツ振興課の方と協議を進めてきてお

ります。今年度、先ほど紹介させていただいたイベントも含めて、年間、

スポーツ施設だけで約１０万人を超える利用があります。土日には駐車

場がいっぱいになりますが、おかげさまで、ここまで計画的に施設整備

を進めさせていただきました。この庁舎の駐車場も利用できるというこ

とで、一時的に駐車場に進入する時は混雑がありますが、他の津市内に

あるスポーツ施設に比べて、こちらは充足をしているということで、利

用も大変多いです。この前もご意見をいただきましたように、プール跡

地につきましては、当初の構想より面積が少し小さくなりますが、芝生

広場にしていこうという形で進めています。遊具や東屋というような

色々なことを考えていましたが、面積が小さいということで、周辺には

ある程度の日陰なりが取れる部分を構想として持っております。管理棟

につきましては、建物はしっかりしていますので、中を改修してトイレ

や更衣室、休憩室というような形で利用できないかと協議を進めている

段階です。三井委員、プール跡地については芝生広場として進めさせて

いただくということですが、スポーツクラブとしては、その方向でよろ

しいでしょうか。 

 

三井委員 

     私達も色々なイベントをしている中で、昼食をとる場所や昼食を買

いに行く場所がないということで、これ以前の会議に出席させていた

だいていたのですが、その時に上田会長もみえたと思いますが、その

中でエントランス広場というのは、プール跡地の構想の中で決まった

と思いますが、管理棟につきましては、コンビニを委託して土日開け

ようという話もあったと思いますが、当面は昼食がとれる場所、今は、

グラウンドの周りでテントを張ったりして昼食をとってもらっていま

すが、そういう場所があったらイベントの参加者もずっと居れるよう

な気がします。この間、ウォークラリーの大会をしたのですが、土日

は津市の事業でほぼ埋まっていますので、野外の大会では集まるとこ

ろがありません。そういう時に、そういう場所があれば活用させてい

ただけるのではないかと思いますので、ぜひ造っていただきたいと思

います。それと、河芸町時代に温水プールを造ろうという話もありま

したが、それは流れたみたいですね。 
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今村地域振興課長 

     ありがとうございます。今の中で、芝生広場という形で、スポーツ

をされる方の集合場所として、グラウンドでイベントをするまでに点

呼をとる場所として、それと食事をする場所、普段は子どもさんが走

れる場所はグラウンド以外にないということで、オープンな場所とし

て、管理棟につきましては先ほどお話があったように休憩できる場所

として、最近はコンビニが近くに出来たのと、実施団体さんがお弁当

を事前に予約をされるところもあるようです。コンビニも配達するし、

サイエンスシティの中にもお弁当屋さんが出来ましたので、その辺の

案内をしていくのと、将来、休憩所として管理棟を整備したときには、

中に自動販売機を置く。一時、ほほえみセンターの中にパンやお菓子

の自動販売機がございました。販売をするというのは投資が必要です

ので、自動販売機だとわりと経費が安いという形も考えられます。今

後、整備の中で出来ていくのではないかと思います。他の委員さん、

いかがでしょうか。 

 

須田委員 

     全く関係ない話ですが、皆さんに連絡というか報告というか、私は

三行ですが山間地にイノシシ、ハクビシン、アライグマそれに伴って

ダニが蔓延しています。前にも話したことがありますが、米価が下が

ってきたので、来年から荒地が目立ってくると思います。そこに発生

するのは、蚊、地球温暖化に伴って、今、騒がれているセアカゴケグ

モやマラリアを持ってくる蚊など、非常に危険を感じる。夏場は、町

の人は山に入ってはいけません。ダニに刺されると３日で腫れ、治る

のに半年かかります。山手には電柵がありますので、だんだんこちら

に押してきます。まちづくりの中で、そういうことも考えていかない

と、自分達の生活も脅かれるようなことになってくる。家の周りだけ

が町ではなく、河芸町全体を見て考えていかないといけないと思いま

す。 

 

和田委員 

     この間、サルが千里ヶ丘団地に出たと大騒ぎになりました。 

 

須田委員 

     今のところ、はぐれてきたサルだけです。山手の方は、農業が駄目

なので、昔に植えた梨やみかんが荒廃しています。えさがあるので、
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どんどんサルがくる。荒らしているなら、そういう木を全部切ってし

まわないといけない。忠告ではないが、こういうことも考えてもらい

たい。毎回、河芸町の地図を広げて会議をしないと、底辺からのまち

づくりを考えていかないといけないと思います。 

 

中條委員 

     市に対しての要望事項ですが、外来種をペットとして飼う人がいる。

それを捨ててはいけないというような啓発を考えてもらえないか。そ

れと、外来の花、県営住宅の方で黄色い花が咲いていますが、外来種

です。以前に行政と一緒にケシを抜きにいったこともあります。ハク

ビシンやブラックバスも増える一方です。そういった諸々のことを、

行政から啓発をやっていただけたらと思います。余談でした。 

 

上田会長 

     それでは、プール跡地の活用についてはこれで終了させていただき

ます。よろしいですか。 

 

今村地域振興課長 

     今後、また進展がありましたら、次回の審議会なりでご報告をさせ

ていただきたいと思います。そのような形で進めさせていただきたい

と思います。 

 

上田委員 

     分かりました。お願いします。 

     他をお願いします。 

 

今村地域振興課長 

     それでは、道の駅と海岸堤防について現在の状況をお話したいと思

います。 

     道の駅につきましては、中勢バイパスを通っていただきますと見え

ると思いますが、用地につきましては、倒木、木を取る作業が終わり

ました。一部津市に移管を受けるところの土を取り始めております。

今年度につきましては、その土を取って荒造成をして行きます。来年

度につきましては、造成に入っていきまして、その後、建物の建築に

入るわけですが、河芸総合支所が今後、担っていく道の駅の中で、運

営管理していただくところに対して、受けていただくための仕様書の
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調整を進めているところでございます。前回お渡しさせていただきま

した構想の概略図から中身的には動いたところはございません。今後、

こちらから仕様書を出して、請け負っていただくような団体に運営を

任せていくという形の作業を進めさせていただいております。これに

つきましても、皆様に色々情報提供させていただきながら、正しい情

報を的確に出させていただきたいと思います。 

     もう１点、要望にもありました海岸堤防の進捗状況ですが、前もご

説明申し上げました国の直轄事業で、白塚の方につきましてはどんど

ん進んでおります。河芸地域、特に北の方の部分につきましては、昨

年度から県の方でボーリング調査が進み、今年度も豊津地区のボーリ

ング調査をしております。堤防の状況を見ながら県の方が進めていく

という事ですが、それと併せて漁港海岸区域内、河芸地域内の堤防に

ついても県と併せて事業を進めるように、担当課と調整をとりながら

進めているところです。すぐに出来るというものではありませんが、

今後の道路の整備も含めた中で、ご報告申し上げていきたいと思いま

す。見た目では分かりませんが、止まっているわけではありません。

それと関連したところで、公共下水道の終末処理場の方が、３０年の

供用ができるように県の方で進んでおりますので、公共下水道の管理

について、区域外になったところについては、浄化槽の管理を市が行

うという部分も出てきて、全体的な制度としても動いてきました。そ

の辺りにつきましても、情報を提供させていただきたいと思います。

プール、道の駅、海岸堤防の３点の現状をご報告させていただきまし

た。 

 

上田会長 

     ありがとうございました。ただいまの説明について、何か質問はあ

りませんか。 

 

藤枝地域支援員 

     ちょっと追加だけ。道の駅津かわげですが、１２月１日付でかわげ

だよりに特集という形で、工程を含めて記事を挙げさせていただいて、

町民の皆さんに情報共有ということで報告させていただいております

ので、またご覧になっていただきますようお願いいたします。以上で

ございます。 

 

上田会長 
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     ありがとうございました。 

 

柏葉委員 

     ちょっとひとつだけ。道の駅の件ですが、前回提示させてから概略

は変わってないですか。前に色々意見が出て、進入口が見辛い、特に

北からは入り辛いということでしたが、その点はそのままですか。 

 

鈴木総合支所長 

     道路から道の駅が見えるという施設造り、お金をあまりかけずにと

いうのもありましたが、中勢バイパスからは、ちょっと洒落た感じの

建物が見えるようなデザインにして、外はオープンテラスとして、外

でも飲食ができるような場所を造ってＰＲをしていくという、最終の

設計の方が進んでいるというところです。 

 

柏葉委員 

     道から中が見えないと、前にも意見があったように入らない。建物

が見えるだけでなく、レストランや野菜の直売所が見えないとなかな

か入らない。前回は、後ろを見たら分かるという答弁だったので、そ

のままでいいのかと言うことです。その辺をきちんとしているのかと

いうことが一つ。 

     他に、９月か１０月に千里ヶ丘団地がモーターの故障で水道が断水

しました。夜の９時頃から深夜２時頃まででした。大きな騒ぎにはな

りませんでしたが、西区と中央区の一部で、その時聞いたら、原因が

分からないとかモーターが壊れたけどそれが向こうにはすぐに分から

なかったとか、一番問題があるのは、現場に行って自治会長や老人会

長と色々話をしていたのですが、現場の配電図や設計図がない。それ

は、安濃の方に取りに行かなければならない。水道の施設をチェック

するのに、何度も手間取り、時間がかかっているわけです。配電図な

どをこちらに置いておくことはできないのか。それこそ危機管理の問

題です。わざわざ安濃まで行っていては、話にならない。その辺、き

ちんと考えてもらいたい。この件について、どうですか。 

 

鈴木総合支所長 

     今は、水道局が一括して津市全域の管理をしておりまして、ある程

度の図面を地元に置いておくというのも、一つの管理の仕方だと思い

ますが、メーターは河芸庁舎の２階に今もあります。基本的に、産業
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振興環境担当が窓口になり、苦情やトラブルの対応を水道局と連絡を

取り合って対処しております。 

 

柏葉委員 

     あれは、日曜日か祭日の夜だった。ここへ電話しても、守衛しか出

ない。電話して来てもらったら、配電図や設計図がないということで

取りに行った、何をしているのだろうと我々は思う。コンピュータ時

代だから、それでもバックアップシステムがある。本物は向こうでも、

こちらでもすぐ分かるようにしておいてもらわないと、どうにもなら

ない。 

 

鈴木総合支所長 

     色々ご迷惑をおかけしたと聞いております。我々にも連絡が入って、

連携しながら対応ができると。 

 

柏葉委員 

     支所長にも連絡がなったのですね。翌日に総合支所に電話しても知

らなかった。何をしているんだ、連携はないのかという話です。おか

しいです。 

 

鈴木総合支所長 

     その直後にはやりとりはしておりました。 

 

柏葉委員 

     その辺、気をつけてもらいたいと思います。 

     もう一点、市か県かどちらに話したらいいのか分かりませんが、千

里ヶ丘の県営住宅が、どうしようもないくらい空き家が多い。直接、

県の住宅課に行って話をしましたが、やる気がないし、らちが明かな

い。私達では何もできませんという話です。西区の長屋が３０～４０

棟あるが、その内、お住まいの方が１０～１５世帯くらいです。火災

や防犯、色々なことがあって危ないです。整地して民間に売ったら儲

かるのではないかと県に言っても、お手上げで決断しない。津市の方

でも強くバックアップして欲しい。本年度に１棟壊すという情報があ

りましたが、来年度は２棟、全部で３棟壊すという話にはなりました。

もっと整備しないと、見た目も悪いし防犯上も防災上も非常に悪い。

市も地域活性化、あるいは景観の問題も含めて、地元と連携して県に
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話をして欲しいと思います。以上です。 

 

鈴木総合支所長    

     ありがとうございました。今のご意見につきましては、大切な土地

が有効活用されていないということで、地域の方と市とで県に働きか

けていきたいと思います。 

 

柏葉委員 

     高台だし、いい場所です。 

 

鈴木総合支所長 

     県としての住宅施策としては、新たな公共住宅を建てる予定はない

ということです。現在、使えないところがあっても、基本的には新し

くする計画はなく、極端に言いますと使わないところは壊してしまっ

て、分譲するなり駐車場や公園にしてもらえば、地域にもいいという

ことですが、活用をなんとか整理していただきたいと思います。少数

ですが、入居者には低価格で貸し付けをしていると聞いておりますし、

場所も便利なところですので。 

 

柏葉委員 

     入居率は６０パーセントぐらいです。価格が高い県営住宅に移って

もらって、その足らない部分を土地を売った分で補填すればいいと言

っているのですが、何度言ってもしない。 

 

鈴木総合支所長 

     自治会からの要望もいただいておりますし、市としても県に対する

要望もできますので、一緒にやっていきたいと思います。 

 

柏葉委員 

     河芸地区として、県に要望を一度やってください。お願いします。 

 

鈴木総合支所長 

     はい。 

 

上田会長 

     道の駅についてですが、現在整地しているので、ここには何ができ
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るのかと聞かれることがあります。道の駅予定地とか、看板などを掲

げることはできないのですか。宣伝も兼ねていいのではないかと思い

ます。 

 

藤枝地域支援員 

     基本的に道の駅というのは、建設省へ申請をして、法的なものが絡

んできますので、ちょっと検討しなければならないと思います。 

 

今村地域振興課長 

     中勢バイパスの両側につきましては、基本的に広告塔や事業主の会

社名は別として、それ以外のものは表示できない道路になっています。

今回、道の駅の建ったところに「道の駅」という表示はできますが、

手前何十メートルにその広告塔を建てるということは、中勢バイパス

沿線では基本的にできないことになっています。看板だらけの日本と

昔よくありました。その辺で規制が入って、行政も絡んでいますので。

土を採っている状況を見ますと、高台にありますので、特に南から来

るのによく見えます。ある程度、そこを訪れた人には、あれは何だろ

うとＰＲにはなるという風には思っております。貴重な意見をいただ

きましたので、今後考えさせていただきたいと思います。 

 

上田会長 

     他にございませんでしょうか。 

 

今村地域振興課長 

     最後に１つ、はじめにも言わせていただきましたが、「津市かわげ名

所めぐり」ということで、今回、「河芸「江」の会」の方にご尽力をい

ただき、何回も会議を重ね、現地にも何度も足を運んでいただき、冊

子を作っていただきました。一番後ろに地図があって、色んなことを

載せると見辛くなるということや、ホッチキス留めだと危ないので糊

で貼ったということもあります。全部載せることもできませんでした

ので、先ほど委員さんの方からも干潟がというお話がありました。後

ろの地図には干潟は載せてありますが、マリーナ河芸の最後のくだり

の中には少し入れてあります。すべて網羅できないけど、第１回目と

いうことで作っていただきました。こういうものがあるということを、

委員の皆さんにも目にとめていただいて、ご活用いただきたいと思い

ます。 
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上田会長 

     課長さんや織田さんにもご協力いただいたと思います。ありがとう

ございました。 

     他になければ、これで終わらせていただきたいと思いますが、課長

さん他にございませんか。 

 

今村地域振興課長 

     先ほども言いましたように、1 月１５日をめどに意見を出していただ

きまして、それを取りまとめて、２月中に会長・副会長さんとご協議

いただきながら日程調整をさせていただきたいと思います。冒頭でも

言わせていただきましたように、「いつくしみの杜」の現地見学もでき

たら入れたいと思っております。今後の予定については、年明けにご

連絡をさせていただくということでご了解いただきたいと思います。

以上でございます。 

 

須田委員 

     この冊子の一番後ろの、「はまぼうふう」ですが、宣伝するとなくな

ってしまいます。盗られてしまいます。 

 

藤枝地域支援員 

     なので、文言にもかなり気をつけました。高級食材と書こうとして、

やめました。 

 

柏葉委員 

     「はまぼう」と「はまぼうふう」があるのも知らなかった。 

 

上田会長 

     それでは、これで本日の協議を終わらせていただきたいと思います。

長時間にわたり、貴重なご意見やご協議ありがとうございました。 

 


